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1.　はじめに　

　日本の国立公園は、1934年（昭和9年）3月16日に瀬
戸内海、雲仙、霧島の3国立公園が最初の国立公園と
して同時に指定されて以来、2016年（平成28年）まで
82年の歴史を刻んでいる。この82年の間に、国立公
園は全国に指定が進み、2016年12月現在の公園数は
33公園、公園総面積は約215万ha、国土面積の約
5.7%を占めている。
　国立公園の創設運動は、1911年（明治44年）第27回
帝国議会（衆議院）で、静岡県選出の清崟太郎衆議院議
員による「國設大公園設置ニ関スル建議」と、同じ議
会に西山愼平日光町長が提出した「日光山ヲ大日本帝
國公園ト為スノ請願」が始まりとされる。この2件は
衆議院本会議で採択されたが、政府の具体的な動きは
なかった。
　政府が具体的に動き出したのは1921年（大正10年）
で、この年内務省が全国に16カ所の国立公園候補地
を選定して調査を始め、全国的に国立公園創設の機運
が高まることになった。
　大正時代から昭和にかけては、国立公園に関心のあ
る学識者による国立公園の研究や啓発活動が盛んにな
り、国立公園の意義や指定の必要性が指摘された。こ
うした状況の中で、国立公園創設を推進することを考
えた学識者、内務省関係者、民間事業者が1927年（昭
和2年）12月に発起人会を開いて「国立公園協会」を
設立した。
　「国立公園協会」は、国立公園制度づくりや啓発活
動に力を入れた。国立公園協会の活動は、国を動かす
力となり、1931年（昭和6年）4月に「国立公園法」が
制定された。また、啓発活動では、1929年（昭和4年）
3月に機関誌「國立公園」を創刊して国立公園思想の
啓発や国立公園の意義の普及に努め、国立公園候補地
の紹介活動も活発に行った。その啓発活動の一つとし
て、1931年度（昭和6年度）の事業計画で国立公園候
補地を絵画に描いて紹介する展覧会を計画した。
　この1931年に始められた国立公園の絵画制作事業

は、2012年（平成24年）3月末に財団法人国立公園協
会（1949年に財団法人国立公園協会になった）が解散
するまで80年以上に亘って継続された。この間に制
作された国立公園の風景絵画（以下：国立公園絵画）は
約100作品にもなった。国立公園絵画は、当時の一流
画家に揮毫を依頼して制作されており、作品レベルの
高い国立公園絵画コレクションになっている。
　現在ある国立公園絵画は80作品なので、描かれた
作品すべては残っていない。その理由は、最初に描い
た展覧会の作品は画家個人の所有だったため、展覧会
で売約になった作品があること、展覧会後は画家へ返
却され、その後保存計画が発案されて集めたとき、画
家の手元にそのまま残された作品があること、戦前保
管していた厚生省庁舎が落雷延焼被害を受け3作品が
焼失したこと、太平洋戦争中に戦災被害で焼失した作
品があることなどによる。
　現存の80作品は、2012年（平成24年）に財団法人国
立公園協会（以下：国立公園協会）から、日光国立公園
内にある「日光市立小杉放菴記念日光美術館」（以下：
小杉放菴記念日光美術館）に寄贈され、現在は小杉放
菴記念日光美術館に保管されている。
　小杉放菴記念日光美術館は、日光市出身で名誉市民
の画家小杉放菴の業績を顕彰して開設された美術館で
あり、国立公園協会が絵画制作の文化事業をスタート
させた当初から小杉放菴画伯は関わっていた。
　国立公園絵画の制作は、国立公園協会が後世に残し
た大きな文化事業だったと評価してよいと思う。こう
した背景を踏まえ、本稿は国立公園協会が取り組んだ
国立公園絵画制作の意義、小杉放菴画伯の関わり、絵
画制作の経緯などを論じることを目的とする。また、
小杉放菴画伯の画業に関する解説1）には、国立公園と
の関わりはほとんど触れられていないので、小杉放菴
画伯の国立公園との関係について考察する。

2.　国立公園絵画制作の始まり　

　1931年（昭和6年）4月1日に「国立公園法」が制定
され、内務省によって国立公園の指定準備が進捗して
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